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犬の膀胱及び尿道における下部尿路での悪性腫瘍は全

悪性腫瘍の約1％といわれており，その中においては移

行上皮癌の発生が最も多く報告されている［1］．

下部尿路での移行上皮癌の治療方法は，ピロキシカム

や抗癌剤での単剤もしくは併用，外科療法では膀胱全摘

出術，膀胱部分摘出術，そして尿路変更術などが報告さ

れている［2h9］．

下部尿路の移行上皮癌においてはさまざまな報告がさ

れてはいるものの，複数例の治療報告がほとんどであり

［2h9］，回顧的調査は海外でもわずかな報告のみで［1,

10］，わが国における報告はない．

今回，われわれは診断並びに治療を行った移行上皮癌

82症例の品種，性別，発生部位，治療方法，並びに予

後調査を実施したので報告する．

材 料 及 び 方 法

症例は麻布大学附属動物病院腎泌尿器科に2004 年4

月から2009年10月までに来院し，移行上皮癌と診断さ

れた犬82症例である．症例は年齢，性別，品種，発生

部位，並びに実施した治療について調査を行った．移行

上皮癌の発生部位については，超音波検査並びに尿路造

影検査などの画像診断にて確認した．

症例に対して，腫瘍の発生部位を考慮し，飼い主と十

分に検討した結果，内科療法としてピロキシカム（バキ

ソ，大正富山医薬品譁，東京）の投与，また，外科療法

として，膀胱全摘出術，膀胱部分切除術，もしくは尿路

変更術を症例に応じて行った．膀胱全摘出術は膀胱全摘

出を行ったのち，左右尿管を尿道，膣もしくは包皮に吻

合を施した．尿路変更術では腫瘍摘出はせず，膀胱フラ

ップ形成術，尿管転植術を適時選択し尿路を確保した．

なお，外科治療を行った全症例においてもピロキシカム

投与の併用をした．

本学で継続治療を行った症例に対して2009年8月か

ら10月にかけて追跡調査を実施したところ，42症例で

予後の確認が可能であった．これらの症例については内

科療法単独と各外科療法における生存曲線で比較検討を

行った．生存曲線についてはKaplan-Meier法を用い，

単変量解析にはLogRank検定を用いP＜0.05を有意差

ありと判定した．また，42症例については尿路変更術

を実施した1例で腰下リンパ節の腫大が確認されている

のみで，初診時に肺転移を疑う所見は認められなかっ

た．

成　　　　　績

症例の発症年齢は 6 歳から 17 歳であり，平均は

9.9±0.3歳であった．症例の性別は雌においては避妊
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済32症例と未避妊24症例の計56症例（68％），雄では

去勢済14症例と未去勢12症例の計26症例（32％）で

あった．

今回の調査での品種内訳は表1のようになり，シェト

ランド・シープドックが20症例と最も多く，次いでビ

ーグル10症例，シー・ズー8症例という結果であった．

本学での症例に対する治療として，内科療法を26症

例で実施した．外科療法は43症例に実施し，膀胱全摘

出術15症例，膀胱部分切除術15症例，そして尿路変更

術13症例であった．残る13症例は診断のみで，本学で

の治療は希望されなかった．

82症例の発生部位と治療内容については表2に示す

結果となり，内科療法が選択されるのは腫瘍が膀胱全域

もしくは膀胱三角部での発生した場合が多かった．ま

た，外科療法においては，膀胱尖部に発生した場合には

膀胱部分切除術が，膀胱三角部から尿道にかけて発生し

ている場合には膀胱全摘出術や尿路変更術が実施される

傾向にあった．

予後調査を実施できた42症例の内訳は，内科療法9

症例，膀胱全摘出術15 症例，膀胱部分摘出術9症例，

そして尿路変更術9症例で，腫瘍の発生と治療方法は表

2 内に示す結果となり，先に示した82症例と同様

の傾向であった．

42症例についての各治療方法の生存曲線では，内科

療法9症例の生存期間は4～358日，生存期間中央値は

89日であった．膀胱部分摘出術9症例の生存期間は20

～1,413日，生存期間中央値は1,139日であり，内科療

法との生存曲線の比較では明らかな有意差が認められた

（図1）．膀胱全摘出術15症例の生存期間は12～1 ,766

日となり，生存期間中央値は141日であった．尿路変更

術9症例の生存期間は18～651日，生存期間中央値は

160日であった．膀胱全摘出術と尿路変更術は長期生存

例が確認されているが，それぞれの内科療法との生存曲

線の比較では有意差は認められなかった（図2，3）．

死因については42症例すべての調査はできなかった

が，骨盤，大腿骨への転移が確認されたものが4症例，

腎後性腎不全15症例，詳細不明であるが飼い主の希望

により安楽死となった症例が3症例であった．

（ ）
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表 1 　82 症例における品種内訳 

20　例 
10　例 
8　例 
6　例 
5　例 

3　例 
3　例 

2　例 
2　例 
2　例 
2　例 
2　例 
2　例 

1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 
1　例 

82　例 

表 2 　82 症例における移行上皮癌の発生部位と治療方法 

膀　胱 
尿道 合計 

三角部 体部 尖部 全域 

 　9　例 4　例 　4　例 　4　例 　5　例 26　例 
 （2）  （2） （2） （3） （9） 
 11　例 1　例 　1　例 ― 　2　例 15　例 
 （11） （1） （1）  （2） （15） 
 　3　例 ― 11　例 ― 　1　例 15　例 
 （1）  （7）  （1） （9） 
 　3　例 ― ― ― 10　例 13　例 
 （2）    （7） （9） 
 　6　例 1　例 　2　例 ― 　4　例 13　例 

各治療法における，発生部位の内訳を示す． 
（　）内の数字は予後調査ができた症例数を示す． 
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図1 内科療法と膀胱部分摘出術での生存曲線



考　　　　　察

犬の移行上皮癌は今回の調査で雄よりも雌で多く発生

することが認められ，従来の報告［1］と同様の傾向で

あった．移行上皮癌の発症年齢については9歳前後での

発症が多いと考えられ，海外での報告［1］では移行上

皮癌以外の下部尿路腫瘍も含まれてはいるもののこれも

同様の傾向が認められた．

品種については，従来報告［1］されているシェトラ

ンド・シープドック，ビーグルは，本検討でも好発品種

であることが示唆された．海外の報告［1］では，テリ

ア系の犬種も好発品種としてあげられているが，われわ

れの調査ではシー・ズー，ラブラドール・レトリバーが

多くみられた．好発品種について違いが出たことは，国

内と海外においては飼育母体数の違い，好まれる品種の

違い，そして，テリアに関してはテリア系としてひとま

とめにされていることが考えられた．シー・ズー，ラブ

ラドール・レトリバーの2品種は移行上皮癌の発症しや

すい品種の可能性が示唆された．好発品種については今

後もデータを蓄積していくことで検討していく必要があ

ると考えられた．

犬の移行上皮癌に対するピロキシカム単独投与の内科

療法の生存期間中央値は，Boria［2］らが報告している

161日とあるが，今回の調査では生存期間中央値89日

であった．生存期間の違いがみられた理由としては従来

の報告では，腫瘍の発生部位を単純に膀胱と尿道でのみ

分類しており，膀胱三角部や膀胱尖部といった詳細な膀

胱内における発生部位については検討されていないこと

も要因の一つではないかと考えられた．

外科治療の選択に際し，膀胱部分切除術は腫瘍発生部

位が膀胱尖部の症例がほとんどにおいて適応であり，広

範囲での切除が可能となり生存率が良好な結果が得られ

たと考えられた．過去の報告では内科療法での治療報告

が多く［2h4］，外科療法を積極的に行っているものは少

なく，生存期間の報告も6カ月［5］，8カ月［6］，411

日［7］とさまざまである．

今回の調査においては膀胱全摘出術や尿路変更術を実

施した症例は，内科治療群と比較して有意な生存期間の

延長は認められなかった．しかしながら，膀胱部分切除

術では有意な生存期間の延長が認められた．

これは，膀胱全摘出術や尿路変更術が適応される症例

が，膀胱三角部や尿道といった腫瘍の完全切除が困難で

ある場合が多いのに対して，膀胱部分切除術が適応され

る症例は，発生部位がおもに膀胱尖部であり腫瘍浸潤も

考慮し大きくマージンを確保しての手術実施が可能であ

ったことに起因すると考えられ，移行上皮癌は発生部位

によっては外科療法が有効となることが示唆された．

犬の移行上皮癌では，その発生部位が膀胱と尿道の併

発及び尿道の場合，生存期間は短いという報告［1］も

あり，今回の調査結果からも移行上皮癌については発生

部位が重要な予後因子の一つになると考えられた．

さらに，今回の調査では膀胱全摘出術群並びに尿路変

更術群は内科療法群と比較し有意差は得られなかったも

のの，長期生存例も存在している．膀胱全摘出術に関し

ては，過去に長期生存例の報告［5］もあることから，

早期発見し，完全摘出が可能であれば，移行上皮癌の有

効な治療方法の一つとなる可能性もある．ただし，膀胱

全摘出術においては尿貯尿機能が喪失すること，逆行性

尿路感染による腎盂腎炎の可能性に注意していく必要が

ある．また，尿路変更術においては，腫瘍切除は行わな

いことから，術後の腫瘍浸潤，転移に注意をしていく必

要がある．

犬の下部尿路における移行上皮癌での治療方法の選択

においては，早期に診断と発生部位の特定を行い外科治
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図2 内科療法と膀胱全摘出術での生存曲線
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図3 内科療法と尿路変更術での生存曲線



療を選択していくことが有効な治療方法になると示唆さ

れた．移行上皮癌における外科治療の有効性を検討する

ために，今後も症例数の蓄積や予後調査を継続していく

必要があると考えられる．
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Canine Transitional Cell Carcinoma of the Bladder and Urethra : A Retrospective
Study of 82 Cases (2004h2009)
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SUMMARY

Eighty-two canine cases of transitional cell carcinoma of the lower urinary tract were retrospectively analyzed
for breed, sex, site of occurrence, therapeutic modality, and prognosis.  We found that increased risks were
associated with female gender, Shetland sheepdogs, Beagles, and Shi Tzu dogs, as previously reported.  The
mean age of occurrence was 9.9±0.3 years.  Therapeutic modalities included piroxicam as a single agent or
combinations of piroxicam and surgery, such as partial or complete cystectomy and urinary diversion.  Thera-
peutic modalities were compared in terms of overall survival in 42 cases for which prognostic data were avail-
able.  We found that the patients who received piroxicam and partial cystectomy, due to tumor occurrence at
the bladder apex, had a significantly longer overall survival (P＜0.05), indicating that surgery was beneficial,
depending on tumor location. ― Key words : canine, transitional cell carcinoma, prognosis.
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